
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

渤海の扶餘府と契丹の龍州・黄龍府（一）

日野, 開三郎

https://doi.org/10.15017/2338979

出版情報：史淵. 49, pp.1-23, 1951-11-20. 九州大学文学部
バージョン：
権利関係：



'
\ 

、喝、

、

激
海
の
扶
徐
府
ミ
契
丹
の
龍
州・
黄
龍
府

（一)i

日

野

開

良区

次

緒

言

一

勧
海
の
扶
余
府
、と
契
丹
の
龍
州
・

寅
龍
府

I

清
海
の
扶
余
府
と
契．
丹
の
寅
龍
府

E

契
丹
の
龍
州
主
賓
龍
府
ハ
以
上
本
輯
）

一一

扶
余
府
日
賢
龍
府
之
契
丹
の
喧
州

－

運
州
設
置
の
事
情
唱と
そ
の
諮
草

ω

遇

州

り

拍

車

’
ω

遇
州
設
置
の
事
情

E

運白
州
即
黄
龍
府
日
扶
余
府
説
の
矛
盾

一一一
戸

扶
余
府
・

賞
龍
府
の
位
置
と
抱一
草

E

復

置

貰

龍

府

ω

復
置
寅
龍
府
泊
。
位
置
と
府
の
構
成

ω

黄
龍
府
復
置
の
事
情

＠

復
置
寅
龍
府
治
東
北
移
動
の
事
情

E

麗
質
龍
府
の
故
治
主
連
州

γ

ω

遁
．

州

樹
海
の
扶
余
府
主
契
丹
の
龍
州
質
龍
府

目

揖

． 

付



タ向酔恥骨骨同比宇角・mー”が申司マ『但酬 も内 問 p ＇＇＂＂崎 町戸守』 γザ F ’命日 町噌－・h川れ喝側晶均一弓ら古制 b ’砂川 ‘ ＂仰向”守’W恥·－楠叩.，.....，....州司，.吋附 併 時

、ー． 
主 、

＼ ＂＇、
、

、

ミ

協
海
の
扶
余
府
主
契
丹
の
龍
州
震
龍
府

付

、
一

一

ω

露
寅
龍
府
の
故
拍

E

溺
海
の
扶
余
府
左
前
賢
龍
府

ω

溺
海
O
扶
余
府
概
観

ω

前

賢

龍

府

百

散
海
占
領
以
前
ω
滑
車

V

扶
余
府
即
寅
龍
府
域
の
位
置

四

遼
史
鳩一一一
地
理
志
・

東
京
道
の
龍
州
黄
龍
府
及
び
逓
州
の
粂
ω
修
補
解
説

－

龍
州
質
龍
府
の
条
の
修
補
解
説

運
州
の
条
の
修
補
解
説

結

語

]: 

緒

→一一一
口

．，

 

清
洲
最
古
の
王
国
干と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
夫
余
国
の
玉
城
の
地
が
今
の
農
安
の
西
南
程
近
い
所
に
当
旬 、
高
勾
麗
時
代
に
は
北
扶
余
披
州
の

住
－

州
治
に
充
て
ら
れ 、
溺
海
時
代
に
は
扶
余
府
城
主
左
っ
た
主
は
松
井
学
士
の
研
究
以
来
学
界
の
通
説
主
左
旬 、
筆
者
も
亦
此
の
説
に
基
い
て
此

の
方
面
の
歴
史
を
考
察
し
た
結
果 、
そ
の
妥
当
な
る
を
確
認
し
て
来
た。
然
る
に
満
洲
の
碩
学
金
綴
織
氏
は
別
に
此
れ
を
今
の
四
百
城
の
地
注

性2

り
と
す
る
説
を
立
て
ら
れ
た 。
そ
の
論
拠
拡
溺
海
の
扶
余
府
は
契
丹
の
黄
龍
府
主
左
句 、
黄
龍
府
は
通
州
主
な
り 、
通
州
は
今
の
四
面
城
に
当

る
主一民
ふ
に
在
る 。
筆
者
は
迂
潤
千
万
に
も
此
の
説
の
あ
る
を
知
ら
な
か
っ
た
が 、
最
近
恩
師
和
田
先
生
は
此
の
金
氏
の
所
説
に

基
き 、
更
に

匙5

此
れ
を
敷
街
補
強
し
て
古
代
よ
わ
契
丹
時
代
に
至
る
此
の
方
面
の
歴
史
を
一
気
に
割
切
っ
て
了
は
れ
た。
駿
い
た
筆
者
は
直
も
に
金
氏
の
論
文

隠4

を
通
読
し
た
が 、
筆
者
に
は
そ
と
に
方
法
的
に
重

求左
手
落
ち
が
あ
る
様
に
想
は
れ
て
濯
に
承
服
出
来
な
い
も
の
が
あ
る 。
確
に
契
丹
の
道
州

は
今
の
四
面
裁
で 、
同
氏
の
精
綴
左
考
察
は
充
分
此
れ
を
証
明
し
て
ゐ
る 。
然
る
に
最
も
肝
心
左
溺
海
の
扶
余
府
城 、
黄
龍
府
披
冒と
適
州
が
同

丸、



一
地
で
あ
る
か
否
か
の
検
討
が
全
然
注
さ
れ
て
ゐ
な
い 。
か
く
て
扶
余
府
間
黄
龍

府説
主
連
州
即
四
百
城
説
vc
は
共
に
紛
れ
注
し
主
す
る
も 、

そ
れ
が
扶
余
府
城
即
四
百
城
説
を
も
成
立
せ
し
め
る
と
の
論
拠
は
未
詑
確
立
し
て
ゐ
泣
い
と
？と
に
左
る 。
向
金
氏
や
和
問
先
生
の
論
文
に
は
此

の
扶
余
府
即
四
面
城
説
お
ら
更
に
種
々
の
親
友
見
解
が
各
方
面
に
わ
た
っ
て
展
開
せ
ら
れ
て
ゐ
る 。
そ
れ
ら
の
見
解
の
成
否
は
当
然
と
の
扶
余

府
妓
即
四
国
披
説
の
成
否
如
何
に
か
か
っ
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る 。
此
所
数
年
に
わ
た
っ
て
発
表
を
続
け
て
来
た
筆
者
の
綜
鴇
七
部
考
は
此
の
扶
t

余
城
の
所
在
が
従
来
の
通
説
を
是
、．と
す
る
か 、
新
説
を且湾
、と
す
る
か
に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
せ
ら
れ
る 。
そ
と
で
右
の
続
稿
発
表
を
中
止
し 、

此
の
問
題
ぞ
・新
に
考
へ
直
し
て
克
た 。
そ
し
て
や
は
り
旧
説
の
主
る
可
き
を
信
δ

筆
者
の
従
来
の
ま
ま
の
原
稿
を
そ
の
ま
ま
つ
づ
け
て
発
表
し
、

て
差
支
へ
な
い
確
信
を
得
た 。
従
来
つ
主
め
て
絞
上
の
論
争
を
さ
け
る

方針
を
主
っ
て
t

来
た
筆
者
で
は
あ
る
が 、
今
後
の ．
発
表
の
関
係
も
あ
る

の
で
敢
て
陳
弁
の
一
文
を
草
し
た 。
つ
主
め
て
冷
静
に
先
人
の
研
究
の
苦
心
を
感
謝
し
つ
つ
筆
を
進
め
た
つ
も
り
で
は
あ
る
が 、

性
来
の
野

入 、
一マ一口
若
し
倣
慢
無
礼
に
わ
た
る
も
ρ
あ
ら
ば 、
幸
に
御
寛
恕
の
上 、
御
教
E
賜
は
ら
ん
と
主
を
切
望
す
る
次
第
で
あ
る 。
4ん

も
只
此
の
陳
弁

の
み
が
本
稿
。
目
的
主
な
っ
て
ゐ
る
の
で
は
泣
い 。
併
せ
て
此
の
方
面
の
形
勢
を
多
少
左
り
主
も
探
究
し
て
従
来
の
研
究
に
一
歩
を
進
め
ん
主

、
の
意
図
を
有
じ
て
起
草
し
た
も
の
で
あ
る 。
果
し
て
此
の
目
的
が
幾
分
で

畠寒
さ
れ
て
ゐ
る
か
否
か
は
諸
賢
の
批
判
に
侯
つ
所
で
あ
る 。
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語

満
洲
歴
史
地
理
第一
巻、
同
氏
「
湖
海
国
の
彊
域」
及
び
同
書
第
二一
巻、
同
氏
「
満
測
に
於
げ
る
遼
白

眉山城」

品臥
服
部
博
士
古
稀
組
念
論
文
集
所
肱、
同
氏
「
繭
海
扶
余
府
考
）

東
洋
学
報一一
二一
巻
二
号
所
収、
同
先
生
「
貌
O
東
方
経
略
と
扶
余
披
の
問
題」

史
淵
四
四
輯
買
収
θ
…拙
稿
「
総
章
元
年
唐
将
醇
仁
貴白
旗
陥
せ
る
扶
余
域」
の
附
記
皐
臆

2 3 4 

一
、
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海
の
扶
余
府
と

契
丹
の
龍
州
・

黄
龍
府

契
丹
の
龍
州
黄
自国
府
が
激
海
の
扶
余
府
を
改
名
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と仏 、
遼
史

唯一一一
地
理
志
・

東
京
道
の
項
に

樹
海の
扶
余
府
と
契
丹
ω
龍
州
寅
龍
府
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4、、 R、
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散
海
り
扶
余
府
ξ
契
丹
の

龍
州
費
龍
府

龍
州
黄
龍
府。
本
溺
海
扶
余
府。
太
祖
平
溺
海。
還
至
此
崩。占
有
黄
龍
見。
更
名。

1c伝
へ
ら
れ、
学
界
も
此
れ
を
そ
の
ま
ま
承
認
し
て
問
題
主
し
て
ゐ
左
い
様
で
あ
る
が、
果
し
て
此
の
所
伝
に
問
題
は
無
い
で
あ
ら
う
か。
充

分
慎
重
注
検
討
を
加
へ
る
必
要
が
あ
ら
う。
た
主
へ
結
果
拡
問
題
左
く

承認
せ
ら
れ
る
と
主
が
証
明
せ
ら
れ
る
に
し
て
も、
そ
の
証
明
を
立
て

’
る
と
IC
が
必
要
で
あ
る。
主一五
ふ
の
は、
遼
史
・
地
理士山
の
東
京
道
の
項
は
文
字
そ
の
ま
ま
通
り
に
受
取
匂
得
な
い
誤
謬

記事
を
移
し
〈
含
ん

だ
杜
撰
極
ま
る
も
ρ
で
あ
る
と
主、
己
に
学
界
に
定
評
の
あ
る
通
わ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る。

｛ー）

四

溺
海
の
扶
余
府
主
契
丹
の
黄
龍
府

先
掲
地
理
志
の
記
事
に
依
れ
ば
契
丹
の
黄
龍
府
は
溺
海
の
扶
余
府
を
改
名
し
た
も
の
で
あ
る
主一五
ふ。
そ
と
で
比
較
的
史
実
を
確
実
に
伝
へ

て
ゐ
る
本
紀
を
検
す
る
に、
遼
史
詩
太
祖
紀・
天
顕
元
年
七
月
甲
成
の

条峰子

撃
を
減
し
て

察

官
迄
引
揚
け
て
来
た
太
租
が
此
の
日
不

予
主
左
っ
た
と
予と
を
記
し、
次
い
で

F

辛
巴。
平
旦
子
裁
上
見
黄
龍
一糠
様。
可
長一
塁。
桝．
是
日
上
崩。

主
て
そ
の
死
残
し
た
と
主
を
伝
へ、
更
に
紹
の
末
尾
に

太
祖
所
崩
行
宮
在
扶
余
城
西
南
両
河
之
問。
後
建
弁
天
殿
干
此。
而
以
扶
余
為
責
龍
府一五。

エ」
て、
や
は
わ
扶
余
府
を
貴
龍
府
主
改
め
た
主
あ
る。
従
っ
て
扶
余
府
改
黄
龍
府
は
紛
れ
左
い
史
実
で
あ
り、
両
者
は
全
く
同
地
同
城
に
治
し

て
ゐ
た
も
の
ヱ」
見
て

誤りな
い
で
あ
ら
う。
但
し
そ
の
改
名
の
年
月
は
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い

G

然
じ
遼
史
一司
太
宗
紀・
天
一一顕
三
年
（
九
ご
八）

1 

、 ， 、

E
月
巴
未
の
条
に

黄
龍
府
羅
泡
河
女
直
達
虚
古
来
貢。

7C
て
太
祖
の
残
後
→
年
半
ば
か
り
で
費
龍
府
の
名
が
見
え
る
か
ら、
そ
の
改
名
拡
太
祖
の
孜
後
殆
ん

hf」

間
の
友
い
時
で
ぢ
っ
た
7F」

解
す
可
‘き
で

あ
ら
jo

右に
次
い
で
は
遼
史
隣
太
宗
紀・
大
向
元
年
ハ
九
四
七）
五
月
発
卯
の
条
一に
契
品川
が

後一百
を
減
し
て
皇
帝
を
檎
へ

負義
侯
と

宅づ
り
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て
黄
龍
府し
に
送
っ
た
主
あ
る
の
が
古
いο
天
顕
三
年
よ
り
十
九
年
後
で
あ
る。

能
l

a

館
2

契
丹
の
皇
都
が
府
制
を
施
か
れ
て
臨
演
府
主
在
っ
た
の
は
太
宗
の
会
同一
万
年ハ
九
三
八）
で、
此一
れ
よ」
同
時
に
置
か
れ
た
東
京
遼
陽
府
、と
の
ご

府
が、
黄
龍
府
を
除
き、
契
丹
の
諸
府
中
で
最
も
古
い。
天
顕
三
年
正
月
比
黄
龍
府
が
此
の
名
を
得
て
ゐ
た
主
す
れ
ば、
皇
都
よ
り
少
く
主
も

ナ
年
早
く
府
制
を
施
か
れ、
然
も
そ
れ
は
契
丹
最
古
の
府
で
あ
っ
た
と
主
主
な
る。
此
所
に
黄
龍
府
の
由
来
を
太
祖
宛
殺
直
後
に
湖
ら
せ
る
多

少
の
懸
念
が
あ
る。
更
に
太
祖
・
太
宗
時
代
の
府
州
制
か
ら
考
へ
で
も、
此
の
懸
念
は
一
一層
深
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が、
然
じ
太
宗
紀・
天
顕

三
年
五
月
の
記
事
が
厳
Fと
し
て
存
す
る
以
上、
此
れ
に
従
っ
て
扶
余
府
は
太
祖
の
死
孜
直
後
黄
龍
府
主
改
め
ら
れ、
従
っ
て
両
者
は
同一
一地
で

あ
っ
た
主
解
し
て
お
く
外
あ
る
ま
い。
命
此
の
と
主
に
就
い
て
は
後
文
に
於
い
て
再
び
論
及
す
る
所
が
あ
ら
う。

契
丹
の
龍
州
主
黄
龍
府

I 

光
掲
地
理
志
の
記
事
に
は

龍
州
黄
龍
府。
本
溺
海
扶
余
府。
一再一託。

主
て
龍
州
vc
黄
龍
府
首と
を
一
括
し
τ

標
題
主
し、
此
れ
を
共
に
溺
海
の
扶
余
府
に
当
て
て
ゐ
る。
ざ
れ
ば
龍
州’
主
黄
龍
府
主
は
同一
一地
で
あ
っ

た
と
主
Tと

な
り、
更
に
詳
し
く
云
へ
ば
龍
州一
名
黄
龍
府
で
あ
っ
た
と
主
に
受
取
れ
を
う
で
あ
る。
事
実、
従
来
のー
学
界
は
か
く
解
し
て
慌
し

ま
な
か
っ
た
様
で
あ
る。
果
し
て
そ
れ
で
よ
い
で
あ
ら
う
か。
か
う
し
た
解

釈ば
契
丹
の
府
州
制
に
抵
触
す
る
所
が
な
い
で
あ
る、
ー
か。
大
い

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ら
う。
f

契
丹
の
地
方
行
政
は
国
内
を
五
道
に
分
ち、
道
の
下
を
府・
州・
軍・
披
に
分
も、
府・
州
の
下
を
果
に
分
っ
て
統
治
し
て
居
た。
即
ち
府
，

・
州・
軍・
城
は
道
に
直
属
す
る
同
殉
の
行
政
単
位
で、
只
格
式
が
此
の
順
序
に
高
下
を
有
っ
て
ゐ
た
に
す
ぎ
な
い。
但
し
中
に
は
道
に
直
属

せ
ホJ、
府・
州
に
隷
属
す
る
州、
即
ち一
般
の
果
主
同
列
に
当
る
州
も
あ
り、
更
に
き
う
し
た
制
で
そ
の
下
に
巣
を
有
し
て
ゐ
る
も
のー
も
あ
っ

た。
五
道
と
は
上
京・
東
京・
南
京・
中
京・
西
京
道
宝石
ひ、
そ
の
道
治
拡
何
れ
も
京
制
を
施
き
府
主
称
し
て
ゐ
た
G

臨
演・

遼陽。
椋
津

樹
海、
の
扶
余
府
主

契丹
ゆ
繭
州
質
龍
府

付

手
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激
海
O
扶
余
庇
と

契
丹
り
龍
州
費
龍
府

ω一

・
大
定
・
大
向
の
五
府
が
そ
れ
で
あ
る。
此
の
外
に
中
京
道
の
興
中
府
と
東
京
道
の
貴
龍
府
主
を
併
せ
て
都
合
七
府
が
契
丹
帝
国
内
の
府
の
全
’

て
で
あ
っ
た
Q

府
主
州
vと

は
同
列
の
行
政
単
位
で
あ
おり、
且
つ
府
を
上
格、
州
を
下
格
主
し
て
ゐ
た
の
で、
府
、と
州
主
の
聞
に
昇
格
・
降
格
の

と
EC
は
あ
っ
て
も、
同
時
に
府
主
州
と
で
は
あ
b
得
な
か
っ
た。
従
っ
て
同一
治
披
が
府
名・
州
名
の
ご
つ
を
併
せ
有
っ
と
主
も
あ
り
得
左
か

っ
た
訳
で
あ
守
此
の
点、
溺
海
の
府
州
制
と
は
根
本
的
に
呉
る。

溺
海
は
契
丹
の
道
に
当
る
地
方
行
政
の
最
高
区
劃
を
府
主
云
ひ、
府、の
下
を
州
に
分
っ
て
居
た。
例
へ
ば
鴨
禄
府
の
下
を
神・
桓・
豊・
五

四
州
に
分
も、
南
海
府
の
下
を
沃
＠
情
・
槻
三
州
に、
扶
余
府
の
下
を
扶
～
仙
ご
州
に
分
っ
て
居
九
－新
唐
書
噌
広
瀬
海
伝
に
依
れ
ば、
府
十

五、
州
六
十
ご
主
あ
っ
て、
一
府
平
均
四
州
主
在
っ
て
居
る。
府
治
は
管
内
最
要
の
州
に
在
っ
た
Q

例
へ
ば
鴨
禄
府
は
神
州
（
臨
江
果）
に、

南
海
府
は
沃
州
（
威
輿）
に、
扶
余
府
は
扶
州
に
在
っ
た。
従
っ
て
府
治
の
所
在
地
は
府
名
で
呼
ば
れ
る
主
共
に
州
名
で
も
呼
ば
れ
た
Q

例
へ

陸
4

ば
神
州
主」
呼
び
鴨
涼
府
主
呼
ぶ
も
そ
の
治
所
は
共
に
同
じ
地
を
指
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る。
か
く
て
溺
海
で
は
同一
地
で
府
名・
州
名
を
同
時
に

併
せ
有
つ
も
の
が
あ
っ
た
が、
夢、
丹
の
府
州
制
の
通
則
で
は
か
か
る
関
係
拡
成
立
し
得
手、
府
名
か
州
名
h．
何
れ
か
一
方
を
有
も
得
る
に
す
ぎ一

泣
か
っ
た
の
で
あ
る。
か
う
考へ
る
、と、
龍
州
は
黄
龍
府
が
そ
の
州
名
7と

し
て
同
時
に
併
せ
有
し
て
ゐ
た
名
称
で
は
あ
わ
得
な
い
と
主
主
な

る
l

従
っ
て
龍
州
即
黄
龍
府
な
り
Eと

す
る
先
掲
地
理
志
の
記
事
を
そ
の
ま
ま
一杏
ま
ん、
主
す
れ
ば、
此
れ
を
同
時
の
並
称
主
し
て
で
な
く、
北見
龍

府
が
一
段
下
格
の
州
と
せ
ら
れ
て
ゐ
た
時
代
が
あ
っ
て
そ
の
当
時
の
州
名
で
あ
っ
た
主
見
る
外
無
さ
そ
う
に
忠
は
れ
る。
果
し
も
此
の
解
釈
で

よ
い
で
あ
ら
ヲ
か、
此
の
解
釈
を
採
る
た
め
に
は、一
杜
撰
の

定！評
あ
る
地
担士山
以
外
か
ら
此
れ
を
資
け
る
記
事
を
見
出
す
可
き
で
あ
る
が、
不

ー
・字、
管
見
め
限
り
そ
れ
が
見
当
ら
泣
い。
此
の
地
を
龍
州
、と
称
し
た
、と
あ
る
記
事
は
や
は
わ
地
理
志
匂
東
京
道
＠
道
州
の
条
の

通
州
Q

桝．
本
扶
余
一国
王
抜。
溺
海
号
扶
余
一誠。
太
祖

雲間
州。
一五
云。

主
あ
る
の
を。
管
見
唯一
の
も
の
と
す
る。
然
し
此
の
記
事
も
遼
史
・
地
理士山
・
東
京
道
に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
点
の
み
か
ら
す
る
も
そ
の
ま
ま
即

信
す
る
と
主
拡
許
さ
れ
泣
い。

備
地
理士山
に
は
龍
州
に
関
す
る
記
事
が
若
干
あ
る
が、

六

そ
れ
は
悉
く
溺
海
の
首
都
龍
泉
府
の
治
所
た
る
龍
州

4、
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守、

品卸
会
府
の
地
で
は
友
い。
そ
の
数
例
を一
示
す
え

遼
史
坤一一一
地
理
志
・
上
京
道
・
臨

演府
e
保
和
品川
の
条
に

保
和
果。
本
溺
海
国
富
利
県
民。
太
祖
破
龍
州。
尽
徒
宮
利
果
人。
散
居
京
南。

統
和
八
年
l

以
諸
宮
提
轄
司
人
戸
置。
隷
彰
感
宮
J一
戸

四
千。

主
あ
b、

同
巻
・
祖
州
・
長
覇
果
の
条
に

長
覇
果。
本
龍
州
長
平
県
民。
遷
干
此
Q

戸
ご
千。

主
あ
り
て
太
祖
が
海
州
を
破
り、
そ
の
富
利
・
長
平
果
等
の
民
を
契
丹
本
土
の
要
地
に
従
し、

後
ち
此
れ
を
保
和
・
長
覇
等
の
果
に
編
成
し
た

主
見
え
て
ゐ
る。

占ん
も
遼
史
時一
聖
宗
紀
・
開
泰
二
年
四
月
甲
子
の
条
に
は

恥．
置
長
覇
・
興
仁
・
保
和
等
十
果。

主
あ
っ
て
長
覇
・
保
和
等
の
諸
果
設
置
を
開
泰
ご
年
ハ
一
O
二
ニ）
左
り
主
し、
地
理士山
の
統
和
八
年
（
九
九
O）
設
置
主
す
る
所
伝
主
喰
ひ

き
が
あ
る
が、
主
に
か
く
阿
保
機
が

撃
の
首

静

震
を
攻
陥
し
た
時、

府
の
傍
郭
州
た
お
龍
州
の

を
契
丹
本
土
の
要
地
に
駆
徒
し、

聖
宗
の
時
に
至
っ
て
そ
れ
ら
徒
民
を
県
に
編
成
し
た
も
の
で
あ
る
と
主
は
紛
れ
左
い。
即
ち
此
の
両
記
事
に
依
っ
て－
激
海
の
龍
州
の
統
下
に
宮

利
・
長
平
両
県
の
あ
っ
た
と
vc
が
知
ら
れ
る。

此
の
と
主」
は
激
海
国
史
の
研
究
に
重
要
注
資
料
を
提
供
し
て
ゐ
る
の
み
な
ら
事、

本
稿
の
後
述

の
部
分
に
も
大
き
た
関
係
を
も
つ
も
の
主
し
て
特
に
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る。

龍
州
の
名
の
遼
史
に
見
え
る
も
の
は
以
上
が
そ
の
総
て
で
あ
る。
即
も
溺
海
の
龍
州
の
記
事
が一一べ
契
丹
の
龍
州
の

記事・
が
ご、

合
せ
て
四

で
あ
る。
而
し
て

契丹
の
龍一
州
に
関
す
る
所
伝
は
共
に
扶
余
府
1
v

黄
龍
府
を
以
て
龍
州
主
し
て
ゐ
る。
然
し
そ
れ
は
何
れ
も
地
理
芯
の
東
京
道

の
項
に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
主一
五
ふ
点
か
らー
そ
の
文一
回
の
す
ま
を
直
ち
に
史
実
と
し
て
受
入
れ
る
と
主
ば
容
さ
れ
注
い
の
で
あ
る。

果
し
て
真

実
か、
そ
れ
と
も
詑
伝
か、

充
分
な
検
討
を
必
要
と
す
る。

ー

、

先
づ
地
理
志
の
契
丹
の
龍
州
に
関
す
る
ご
つ
の

所伝
が
正
し
い
も
の
主
し
た
場
合、

果
し
て
遼
史
が
矛
盾
な
く
理
解
出
来
る
か
否
か、
即
ち

、、
J

‘

動
海
の
扶
余
府
之
契
丹
の
穂
州
質
龍
府

七

4警

'
H 

一’
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一、

溺
海
の
扶
余
府
主
契
丹
の
龍
州
質
龍
府

凡

契
丹
の
龍
刈
7と
は
扶
余
府
↓
黄
寵
府
の
と
干乙
で、
太
祖
が
命
名
し
た
も
の
主
し
で
遼
史
が
割
切
れ
る
か
否
か
の
問
題
を
考
へ
て
見
る。

契
丹
の
地
方
行
政
の
一
般
原
則
に
依
れ
ば
同
一
地
が
府
名
主
州
名
7C
を
同
時
に
併
有
し
得
－な
か
っ
た
ζ
主
は
先
K
論
述
し
た
Q

若
し
此
の
原

則
が
此
の
地
を
唯一
の
除
外
例
主
し
て
居
た
主
の
確
証
が
無
い
限
り、
龍
州
の
名
は一
黄
龍
府
が
府
名
を
有
た
な
い
時
代
の
も
の
で
あ
っ
た
主
見

左
け
れ
ば
な
ら
ぬ
Q

然一
も
地
理
志
に
「
太
祖
改
龍
州」
、と
あ
る
か
ら、
そ
れ
は
太
祖
時
代
の
と
7C
で
な
け
れ
ば
友
ら
ぬ。
少
く
vc
も
太
祖
時
代

品
ち
そ
の
死
残
後
に
引
続
い
て
の
時
代
で
あ
っ
た
主
解
L
左
け
れ
ば
友
ら
ぬ。
そ
と
で
太
祖
EC
扶
余
府
、と
の
関
係
か
ら
考
察
じ
て
見
る。

扶
余
府
は
溺
海
の
所
謂
「
契
丹
道」
、
即
ち
溺
海
の
首
都
？と
契
丹
主
を
結
ぶ
交
通
幹
線
上
の
関
門
を
擁
す
る
要
口
ず
あ
っ
た
Q

阿
保
機
は
溺

海
に
宣
戦
を
布
告
す
る
や、
国
境
突
破
口
を
此
の
扶
余
府
に
求
め
て
挙
軍
殺
到
し、
天
賛
四
年
十
ご
月
丁
巳、
府
を
囲
争、
翌
天
顕一
冗
年
五
月

庚
申、
僅
か
四
日
の
攻
撃
で
此
れ
を
抜
き、
直
ち
に
東
進
し
て
丙
｛具、
即
ち
七
日
目
に
は
皐
く
も
龍
泉
府
の
忽
汗
城
を
閤
ふ、
溺
海
を
減
し
東

丹J畑中ピ
建
て、
爾
来
此
所
に
駐
在
し
て
経
営
に
つ
主
動、
三
月
乙
酉
帰
路
に
就
き、
日
七
月
甲
戊
扶
余
府
に
次
し、

翌
辛
巳、

此一
附
で
病
残
し

たu
此
の
間、

本紀
は
扶
余
府
改
名
の
事
を
伝
へ
争、
却
づ
て
七
月
甲
戊
の
条
に‘「
次
扶
余
府、
上
不
予、
一民一再」
TF」
て
死
孜
の
時
命
此
所
を

扶
余
府
ι

呼
ん
で
居
た
と
7と
を一
戒
し、
更
に
そ
の
後
文
に
於
い
て
そ
の
死
残
地
に
昇
天
殿
を
築
い
た
と
主
を
述
べ
た
後
ち
初
め
て
「
以
扶
余
為

責
龍
府一五」
レ
τ
太
祖
の
本
紀
を
結
ん
で
ゐ
る。
従
っ
て
太
祖
生
前
中
に
扶
余
府
を
改
名
し
た
形
述
は
泣
く、
叉
兵
馬
路
胞
の
閣
に
そ
の
余
裕

も
無
か
っ
た
で
あ
ら
う
？と
忠
は
れ
る。
然
ら
ば
龍
州
は
そ
の
死
孜
直
後
の
改
名
か
、と
云
う
に、
そ
れ
に
は
先
に
述
べ
た
黄
龍
府
の
問
題
が
障
碍

， 

主
な
っ
て
来
る。

｛→ 

黄
龍
府
の
名
が
太
宗
記
の
天
顕
三
年
五
月
の
条
に
早
く
も
明
記
せ
ら
れ
て
ゐ
て、
そ
れ
以
前
か
ら
届
に
此
の
府
名
の
附
せ
ら
れ
て
ゐ
た
と
主

を
推
定
せ
し
め
る
と
主
は
先
に
考
説
し
た。
し
て
見
る
と
太
祖
残
後
の
或
る
期
聞
に
扶
余
府
が
龍
州
、と
呼
ば
れ、
次
い
で
黄
龍
府
忙
昇
格
せ
ら

れ
た
ξ
解
す
可
き
余
地
位
殆
ん
E
な
い
と
主
と
な
る。
但
し
黄
龍一
府
の
名
が
天
顕
三
年
五
月
己
に
本
記
に
見
え
乍
ら、
倫
そ
の
史
実
性
に
一
抹

の
懸
念
が
ま
つ
わ
る
と
7C
は
先
に
一
言
し
た。
そ
と
で
此
の
名
が
天
顕
三
年
に
は
未
完
命
名
せ
ら
れ
て
お
ら
守、
更
に
後
年
と
と
主
で
あ
っ
た

点



友
ら
ば、
そ
と
に
龍
州
時
代
の
介
在
を
考
へ
お
余
地
が
生
れ
て
来
る。
か
う
考
へ
て
右
の
懸
念
を
再
検
討
す
る
に、
益

？で
れ
が
深
め
ら
れ
て
f

ミ

来
る。
そ
の
第一
ω

理
由
を
注
す
の
は
契
丹
初
年
に
於
け
る
京
府
制
成
立
の
経
過
で
あ
る。

契
丹
帝
国
の
統
治
体
制
が
京
府
制
の
下
に

実成
し、
五
京
道
七
府
が
整
つ
究
の
は
そ
の
後
半
期
に
入
つ
定
後
も
の
と
7乙
で
あ
っ
た。
第
二
一代

能
白

太｛一況
の
天
顕
三
年
（
九
二
八）
十
ご
月、
東
平
郡
（
遼
陽）
乞田升
し
℃
南
京
と
し
た
の
が
皇
都
外
に
於
け
る
京

制施
行
の
始
見
で
あ
り、
会
問

元
年
ハ
九
三
八
）
十一、
月、
中
国
よ
れ
幽・
蔚
等
十
六
州
を
割
取
し
た
の
を
機
に
皇
都
を
上
京、
南
京
を
東
京、
幽
州
主
南
ぷ
ー
す
る
に
及
ん、

で
三
京
制
と
な
同η
中
京
は
聖
宗
の
統
和
ご
十
五
年
（一
0
0
境
、
西
京
は
興
宗
の
重
照
十
三
年
（一
O
四
四）
に
置
か
《司
此
所
に
至
？

τ
初
め
℃
五
京
が
整
ひ、
五
京
道
が
出
来
上
っ
た
の
で
あ
る
（
会
同一
万
年、
三
京
制
を
施
く
に
当
句、
上
京
を
臨
演
府、
東
京
を
遼
陽
府
Eh－－

じ

た
の
が、
黄
龍
府
を
除
け
ば、
契
丹
の
府
制
の
始
見
で
あ
る。
会
同
元
年
に
至
つ
屯
皇
都
が
初
め
て
府
制
を
施
き）
且
つ
そ
の
府
制
が
此
の
時

併
せ
行
は
れ
た
の
は由主
都
に
次
い
で
古
い
京
制
を
も
っ
遼
陽
府
の
み
で
あ
っ
た
7と

す
れ
ば、
契
丹
の
府
制
は
此
の
時
に
初
ま
っ
た
り
で
は
な
い

か
と
の
推
測
が
強
く
抱
か
れ
る。
黄
龍
府
の
名
が
始
見
す
る
天
顕
三
年
は
此
の
年
よ
り
十
七
年
も
早
い。
此
れ
が
先
に
懸
念
を
抱
い
た
理
由
で

あ
る。契

丹
の
州
制
は
己
に
阿
保
機
の
時
代
か
ら
採
用
せ
ら
れ
て
居
旬、
東
京
道
内
の
地
に
彼
が
置
い
た
7乙
明
伝
あ
る
州
の
み
で
も
殆
ん
ど
十
指
に

近
明
そ
り
中、
後
も
の
遼
陽
府
の
み
は
州
主
云
は
歩
し
て
束
手・

郡・之
名
け
て
ゐ
る。
郡
、と
一呼

F完
行
政
単
位
は
契
丹
時
代
を
通
り
て
他
に
そ

段
”

の
例
主
見
争、
一
見
奇
異
の
感
を
与
へ
る。
東
平
郡
を
置
い
た
の
は
太
祖
の
神
時
四
年
ハ
九一
九）
ご
月
で、
太
宗
の
天
顕
三
年
（
九
二
八）

十
二
月
に
は
「
昇
東
平
郡
為
南
京」
し
て
ゐ
勾叩
此
所
は
や
が
て
東

京遼
陽
府
主
左
り
東
京
道
治
主
左
っ
た。
遼
陽
の
地
が
満
洲
統
治
の
一～
大
‘

中
心
た
る
と
と
は
史
を
通
じ
℃
変
り
無
く、
此
の・
方
面
の
最
大
要
地
で
あ
っ
た。
さ
う
し
た
地
に
対
し
て
の
み
太
祖
加
東
平
郡
な
る
特
例
的
行

政
機
関
名
を
与
べ
た
の
は、
東
平
の
名
に一
部
さ
れ
る
如
く
東
方
経
営
の
中
心
を
此
所
に
置
か
ん
主
し、
そ
の
意
図
を
表
示
す
る
上
格
の
州
的
行

政
機
関
を
震か
ん

と欲
し
た
が、
未

定侠
年
の
府
九円
如
き
適
当

ゑ制
度
が
法
か
っ
た
為
め、
唐
以
来
州
の
別
名
と
た
っ
て
居
た
郡
を

採り
来
つ

溺
海
の
扶
余
府
主
契
丹
の
龍
州
賢
龍
府

先A

，（，→ 
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ど
ゐ

激
海
の
扶
余
府
、と
契
丹
の
龍
州
賢
龍
府

ハ門

。

た
の
で
あ
ら
うι
当
時
。
郡
は
州
の
雅
号
的
な
別
名
主
化
し
て
居
り、
別
に
郡
7乙
州
、と
に
上
下
格
の
関
係
は
Jな

か
っ
た
の
で
あ
る
が、
せ
め
て

此
れ
に
よ
り一
般
の
州
？と
区
別
す
る
の
意
を
持
た
せ
た
の
で
あ
ら
う。

＼

太
祖
阿
保
機
は
大
溺
海
を
減
し
て
そ
の
首
都
龍
泉
府
を
占
領
し、
府
披
忽
汗
誠
に
拠
っ
て
そ
の
故
地
を
支
配
し、
や
が
て
溺
海
国
を
東
丹
国

主
改
名
し、
長
子
人
皇
王
倍
を
国
王
に
据
え
て
凱
旋
し
た。
そ
し
て
そ
の
帰
途
扶
余
府
に
於
い
て
陣
残
し
た
の
で
あ
る。
彼
は
此
の
国
名
改
称，

註
河川

に
際
し
忽
汗
披
を
も
天
福
城
主
改
め
た
が、

r

首
都
の
府
名
を
い乙
う
し
た
か
所
伝
が
注
い。
恐
ら
く
太
祖
は
府
制
を
考
へ
て
居
去
か
っ
た
の
で
は

左
い
か
主
息
は
れ
る。
か
う
観
察
す
る
之、
太
祖
時
代
の
契
丹
に
は
未
だ
府
制
は
無
か
っ
た
、と
見
て
大
過
左
い
様
で
あ
る。

天
顕
三
年
十
ご
月、
太
宗
が
東
平
郡
を
南
京
に
昇
し
た
時
も
此
れ
に
府
名
を
与
へ
た
形
述
は
無
い。
此
所
に
遼
陽
の
府
名
が
与
へ
ら
れ
た
の

は
上
京
臨
演
府
主
共
に
会
同
元
年
で
あ
る。
首
都
の
府
名
さ
へ
会
同
元
年
に一
初
め
て
命
名
せ
ら
れ
た
主
す
れ
ば
契
丹
の
府
制
は
此
の
年
に
始
ま

っ
た
7C
解
す
る
の
が
妥
当
主
な
っ
て
来
る
様
に
息
は
れ
る。
若
し
さ
う
だ
7こ
す
れ
ば
黄
龍
府
の
名
も
会
同
元
年
以
後
の
命
名
で
あ
っ
た
と
主
に

な
り、
そ
れ
迄
の
期
聞
が
龍
州
で
あ
っ
た
主
考
へ
る
余
地
が
生
り
て
来
る。
そ
し
て
地
理
志
・
東
京
道
の
通
州
の
条
に
「
溺
海
号
扶
余
披

Q

太

祖
改
龍
州」
主
あ
る
記
事
も、
記
事
そ
の
ま
ま
で
は
精
確
で
な
い
に
し
て
も、
太
祖
苑
残
直
後
の
と
主
と
し
て
僅
か
左
訂
E
で
受
容
れ
る
と
？と

が
可
能
と
な
る。
所
が
此
の
解
釈
を
大
き
く
妨
ゆ
て
ゐ
る
の
は、
先
に
も
論
及
し
た
天
顕
三
年
五
月
に
己
に
現
れ
て
来
る
本
紀
の
黄
龍
府
の
記

事
で
あ
る。
地
理
志
の
東
京
道
の
項
は
遼
史
の
中
で
も
最
も
杜
撰
記
事
の
多
い
部
分
で
あ
り、
本
紀
は
最

・も確
実
性
の
大
き
左
部
分
で
あ
る
0

3
う
し
た
本
紀
の
詑
事
が
厳
と
し
て
存
在
す
る
以
上、
だ
主
へ
太
祖
時
代
を
遇
。
て
府
、制
が
認
め
ら
れ
事、。
皇
都
さ
へ
太
宗
の
比一月
同
元
年
に
至

っ
て
初
め
て
府
制
の
施
行
を
見
た
と
し
て
も、
費
龍
府
が
そ
れ
よ
り
先、
太
祖
の
死
残
後
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
主
を
認
め
ぎ
る
を
得
左

い。
即
ち
黄
寵
府
は
契
丹
の
府
制
の
先
頭
を
切
っ
て
現
れ、
上
京
の
府
制
に
先
っ
と
7F」
十
年
も
平
く
扶
余
府
の
改
名
主
し
て
太
祖
の
死
孜
直
後

に
採
用
せ
ら
れ
た
も
の
と
左
る。
些
か
奇
妙
の
感
あ
与
を
免
れ
左
い
が、
史
料
の
厳
存
す
る
以
上、
有
力
な
反
証
の
現
れ
な
い
限
。、
そ
の
ま

ま
受
取
与
外
あ
る
ま
い。

.. 

／ 

、
ー、
＼



丸、

に 一

／ 

ι 

.fr 

，，，・

本
紀
の
天
顕
三
年
五
月
巳
に
此
の
府
名
が
現
れ
で
ゐ
る
と
主
は、
そ
の
改
名
が
更
に
此
れ
よ
め
前
で
あ
っ
た
と
主、
即
ち
天
顕
ご
年
末
以
前

l

tで

あ
っ
た
ζ？
を
示
す
1

太
祖
の
陣
放
は
天
顕一
冗
年
七
月
で
あ
る
か
ら、
そ
の
改
名
は
殆
ん
E
文
字
通
り
陣
致
後
聞
の
左
い
時
で
あ
っ
た
主
称

し
て
差
支
へ
注
い
で
あ
ら
う。
か
く
て

安龍
府
の
名
は
扶
余
府
か
ら
の
直
接
の
改
名
で
あ
る
と
主
は
愈
々
疑
ひ
得
手）
そ
の
問
に
州
名
の
介
在

期
聞
を
考
へ
る
と
主
は
困
難
で
あ
る
0～
従
っ
て
地
理
志
・
東
京
道
・
道
州
の
条
の
「
激
海
号
扶
余
城、
太
祖
改
龍
州」
の
「
太
祖
改
龍
州」
は

史
実
性
の
注
い
銑
伝
主
推
断
せ
ぎ
る
を一
得
左
い。
此
の
記
事
を
生
か
す
為
め
に
は
本
紀
の
天
顕
三
年
正
月
の
条
に
見
え
る
黄
龍
府
名
を、
「
此

の
府
名
は
後
年
に
与
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が、
そ
の
後
年
の
府
名
を
遼
史
の
編
者
が
そ
れ
以
前
の
記
事
に
も
糊
ら
せ
て
用
ひ
た
も
の
」
主
解

せ
ぎ
る
左
得
な
い
が、

然
し
さ
う
し
た
解
釈
を
支
へ
る
好
資
料
は
見
出
せ
歩、

従
っ
て
そ
れ
は
杜
撰
の
定
評
あ
る
地
理
志
・
東
京
道
の
記
事

を、
透
か
に
精
確
性
を
有
す
る
本
紀
に
優
先
せ
し
め
る
と
主
、と
な
っ
て、
方
法
的
に
許
さ
れ
な
い。
他
に
別
の
好
資
料
を
見
出
さ
友
い
限
ゎ、

本
紀
の
記
事
を
採
っ
て
地
理
志
・
東
京
道
・
道
州
の
条
の
「
太
祖
改
龍
州」
を
否
定
す
る
の
が
最
も
妥
当
な
方
法
主一五
は
ね
ば
左
ら
ぬ。

然L

乍
ら
ζ
の
と
主
は
黄
龍
府
が
龍
州
EC
は
無
関
係
で
あ
っ
た
主
云
ふ
と
主
に
は
左
ら
ぬ。
や
は
り
密
接
注
関
係
が
あ
り、
そ
れ
が
若
干
の

詑伝
を

混
へ
て
地
理
志
の
記
事
と
な
っ
て
ゐ
る
も
の
主
見
る
可
き
で
あ
ら
う
β

金
史
一階一一
地
理士山
・
上
京
路・
隆
州
の
条
に

隆
州。
桝．
古
扶
余
之
地。
遼
太
祖
時。
有
黄
寵
見。
遂
名
黄
龍
府。
天
春
三
年
改
為
済
州。
酔．
大
定
二
十
九
年。
嫌
与
山
東
路
済
州

向。
更
今
名。
貞
一冊
初
陸
為
隆
安
府。

山一

主
あ
っ
て
契
丹
を
減
し
た
金
は
黄
龍
府
を
更
め
て
済
州
主
し、
～
次
い
で
山
東
に
此
れ
主
同
名
の
刈
が
あ
る
のも
を
避
u
t

隆
州
主
し、
更
に
隆
安

府
に
昇
格
せ
し
め
た
と
主
を
伝
へ
て
ゐ
る。
責
龍
府
の
名
を
抹
殺
し
た
の
は
そ
の
減
し
た
契
丹
の
太
祖
を
神
格
視
せ
し
め
お
様
友
由
来
を
も
っ

黄
龍
の
名
が
金
に
取
っ
て
面
白
く
左
か
っ
た
か
ら
に
相
違
な
い。
所
で
一
度
済
州
に
更
め
た
も
の
を
同
名
の
州
主
の
混
同
を
避
け
て
再
び
改
名

す
る
時、
隆
州
の
名
を
取
っ
た
の
は
恐
ら
く
龍
州
の
旧
名
に
依
り、
倫
契
丹
の
皇
帝
に
因
ん
で
起
っ
た
龍
の
字
を
さ
U、
同一一
昔
の
隆
を
以
て
此
れ

に
代
へ
た
の
官
あ
ろ
う。
そ
し
て
隆
州
の
名
を
取
っ
た
の
は
多
分
旧
名
の
龍
州
が
土
民
間
に
地
名
ξ
し
て

q伝
せ
ら
れ
て
ゐ
た
山
ら
で
あ
ら
う。

溺
海
D
扶
余
府
主
契
丹
の
龍
州
質
璃
府

付
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溺
海O
扶
余
府
、と
契
丹の
龍
州
貴
龍
府

付

か
う
考
へ
る
7ζ・
契
丹
時
代
の
黄
龍
府
が
龍
州
TP」

深
い
関
係
に
在
っ
た
の
で
あ
ら
う
主
の
推
測
は
益
々
深
め
ら
れ
る。

競
っ
て
黄
龍
府
の
沿
革
を
見
る
に、
先
掲
の
地
理
志
・
東
京
道
・
黄
龍
府
の
条
の
記
事
中
に

保
寧
七
年。
軍
将
燕
頗
叛。
府
廃。
開
泰
九
年。
遷
挽
子
東
北。
以
宗
州・
檀
州
漢
戸一
千
復
置。

主
あ
り、
保
率
七
年
乃
至
開
泰
九
年
ハ
九
七
五
i一
O
ご
O）
の
四
十
五
年
間、
費一
龍
府
の
廃
止
せ
ら
れ
て
ゐ
た
と
主
を
伝
へ
て
ゐ
る。
開
泰

九
年
の
府
の
復

置に
関
す
る
記
事
は
本
記
に
見
え
な
い
が、
燕
一頗
の
叛
に
就
い
て
は
遼
史
時
景
宗
－紀
・
保
寧
七
布
秋
七
月
よ
り
九
月
に
か
け
て

そ
の
始
末
が
記
さ
れ、
地
理
志
の
右
の
記
事
7C
相
照
応
し
て
ゐ
る
か
ら、
保
率
七
年
の
発
止、
開
泰
九
年
の
復
置
は
E
に
史
実
を
伝
へ
て
ゐ
る

も
の
主
解
し
て
誤
り
あ
る
ま
い。
し
て
見
る
之、
龍
州
の
名
は
此
め
廃
府
四
十
五
年
間
の
名
称
で
は
な
い
か
主
め
考へ
が
生
む
て
来
る。
即
ち

廃
府
、と
は
龍
州
へ

の降
格
で
あ
り、
復
府
と
は
龍
州
の
背一
龍
府
へ
の
復
格
で
は
な
い
か
、と
の
推
測
が
自
ら
生
れ
て
来
る口
所
が
此
の
府
州
問
の

昇
降
格
下と
見
る
解
釈
に
も
大
き
な
疑
問
が
伴
生
す
る。

塞甲府
、と
並
ん
で
契
品川
の
京
府
外
の
府
で
あ
っ
た
興
中
府
に
就
い
て
遼
史
時一一一
地
理
志
・
中
京
道
・
興
中
府
の
条
に
は

i

興
中
府

Q

本
覇
州。
併．
重
照
十
年
昇
興
中
府。
一疋
云。

主
あ
旬、
京
府
に
曲怖
い
て
も
同
書
唯一
三東
京
道
白
遼
陽
府
の
条
に

東
京一
遼
陽
府。
桝．
神
時
四
年。

葦遼

陽故
一減。
以
溺
海・
漠
戸
建
東
平
郡。
為
防
禦
州。
桝．
天
顕
十
二
年。
改
南
京
為
東
京。
府
日

遼
陽。

主
あ
り、
そ
の
他
の
京
府
も
大
体
此
れ
主
同
じ
で、
何
れ
も
先
づ
府
名
を
標
出
し、
そ
の
下
に
そ
の
府・
州
、と
し
て
の
昇
降
の
推
移
を
述
べ
る

体
例
を
採
っ
て
ゐ
る。
此
れ
に
対一
し
只
黄
龍
府
の
場
合
の
み
「
龍
州・
黄
龍
府」
主
標
出
し、
府
名・
州
名
を
一
括
し
た
題
名
を
掲
け、
且
つ

そ
の
題
下
の
記
事
に
府
州
問
の
昇
降
関
係
を
伝へ
た
記
事
を
全
然
欠
い
で
ゐ
る。
他
の
六
府
、と
異
っ
た
特
別
の
休
裁
か
ら
見
れ
ば、
龍
州
vc
黄

龍
府
主
は
同一
一地
の
同
時
併
称
7C

解
す
る
外
無
い
様
に
思
は
れ
る。
そ
れ
は
己
述
の

e

如
く
契
丹
の
地
方
行
政
制
度
の
通
則
に
合
は
な
い
も
の
と

‘ 
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な
る
が‘
七
府
に
関
す
る
地
理
志
の
記
述
様
式
を
比
較
し
た
範
囲
で
は
此
の
結
論
に
到
達
す
る。
即
ち
先
に
筆
者
が
除
外
例
vと
な
る
が
故
に
殊

更
に
廻
避
し
た
同
時
併
称
の
解
釈
を
結
局
唯一
の
例
外
主
し
て
認
め
な
け
れ
ば
左
も
ぬ
と
主
主
左
る
の
で
あ
る。
然
し
果
し
て
事
実
さ
う
す
あ

っ
た
で
あ
ら
う
か。
断
定
迄
に
は
侮
研
究
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
が、
主
に
か
く
保
率
七
年
乃
至
開
泰
九
年
の
廃
府
間
の
名
が
龍
州
で
あっ
た，

‘，
主
解
す
る
見
方
に
一
つ
の
疑
問
を
与
へ
る
も
の
で
あ
る。
一

r

次
に
生
ホJ
る
疑
問
は
此
の
廃
府
四
十
五
年
間
に
龍
州
の
名
が

プ度
も
遼
史
に
出
て
来
な
い
と
vc
で
あ・
る。
勿
論、
記
事
極
め
て
簡
略
で、
然

も
重
要
史
実
も
多
く
収
録
せ
ら
れ
？、
l

全
体
予と
し
て
余
り
に
も
貧
量
な
遼
史
の
と
主
で
あ
る
か
ら、
龍
州
の
名
が
出
て
来
注
い
主
云
う
と
主
を

以
て
直
ち
に
存
在
し
な
か
っ
た
主一再
ふ
証
拠
｝と
す
お
と
之
は
出
来
な
い。
然
し
そ
れ
に
し
て
も
廃
府
期
間
を
龍
州
主
呼
ん
だ
主
云
ふ

証拠
の
金、．

曙V

然
な
い
之
主
は一
大
疑
問
主
し
奇
け
れ
ば
友
ら
ぬ。

次
に
遼
史
時一ニ
地
理士山
・
東
京
道
・
通
州
の
条
に

通
州。
安
遠
軍・。
節
度。
本
扶
余
国
玉
城。
樹
海
号
扶
余
披。
太
祖
改
龍
州。
聖
宗
改
今
名
側、
保
率
七
年。ー
以
安
龍
－府
叛
人
燕

一顔合見

千
余
戸
置。
云
云。

主
て一
通
州
の
沿
専
を
述
べ、
そ
れ
は
本
主
樹
海
の
扶
余
城
ハ
扶
余
府
の
府
城）
寸、
太
祖
が
龍
州
主
改
め、
聖
宗
が
通
州
に
更
め
た
も
の
で、

通
州
、と
し
た
の
は
保
寧
七
年
黄
龍
府
の
燕
頗
が
叛
合、
そ
れ
が
困
主
な
っ
て
府
が
廃
せ
ら
れ
た
為
め
で内
通
州
の
州
民
は
叛
乱
の
余
賞

千余
戸

で
あ
っ
た
主
述
ぺ
て
ゐ
る。
通
州
が
保
率
七
年
の
設
置
で
あ
る
と

と仏
遼
史
一時
景
宗
紀
・
同
年
九
月
の
条
に
明
記
せ
ら
れ
て
ゐ
て
紛
れ
た
い。

し
て
見
る
主
右
の
記
事
中
に
「
聖
宗
更
今
名」
冒と
あ
る
の
は、
金
銃
徹
氏
の
説
に
従
っ
て
景
宗
の
誤
り
と一五
ふ
こ
主
に
な
る。
此
の
点
を
修
正

し
て
右
記
事
の
云
ふ
所
を
要
約
す
る
主、
溺
海
の
扶
余
府
は
太
祖
に
よ
っ
て
龍
州
主
更
め
ら
れ、
叉
黄
龍
府
と
も
呼
ば
れ
た
が、
景
宗
の
保
等

七
年、
黄
龍一
府
は
廃
せ
ら
れ、
龍
州
は
通
州
主
更
名
せ
ら
れ
た
と
主
主
在
る。
か
く
て
此
の
記
事
も
亦
龍
州
主
黄
龍
府
？と
を
向一一
一地
の
昇
降
格

、と
す
る
よ
り
ゐ
同
時
併
称
と
す
る
解
釈
を
資
け、
且
つ
廃
府
四’
十
五
年
間
拡
龍
州
で
な
く
適
州
で
あ
っ
た
と
主
主
な
る。
勿
論、
右
記
事
も
亦

溺
掘
り
扶
余
府

手契
丹’
の
韓

刺賞櫨
府

ω川

一

-­
・ーー
一
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溺
海
O
扶
余
府
と
契
丹
の
龍
州
黄
藷
府

け

四

遼
史
・
地
理
志
・

東
京
道、
の
項
に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
と
主
か
ら
し
て
そ
の
ま
を
即
信
す
る
そ
許
さ
れ
示、

批
判
検
討
が
必
要
で
あ
る
が、

、と
に

か
く
龍
州
主
黄
龍
府
主
の
関
係
を
格
の
昇
降
に
求
め、

且
つ
廃
府
四
十
五
年
間
を
龍
州
時
代
主
す
る
解
釈
を
簡
単
に
容
さ
ぬ
障
壁
で
あ
る
主一
疋

は
ね
ば
左
ら
ぬ
。

以
上
、

契
丹
の
黄
龍
府
主
龍
州
7C
の
関
係
に
就
い
て
考
説
し
た
結
果
を
綜
合
す
る
に、

同
一
一地
の
両
名
同
時
併
有
か
、

府
州
問
の
昇
降
か、

一
一
つ
の
場
合
が
考
へ
ら
れ、

そ
の
何
れ
で
あ
る
か
を
確
定
す
る
決
定
史
料
を
欠
く
が、

両
名
同
時
併
有
エ」
見
た
場
合
は

契
丹
の
府
州
制
の
一

般
通
則
に
は
合
は
な
い
が、

地
理
志
が
黄
龍
府
の
場
合
の
み
府
州
の
昇
降
関
係
を
記
し
て
ゐ
な
い
理
由
が品
円
か
れ、

同
C
く
黄
龍
府
の
場
合
の
み
龍
州
黄
龍
府
主
標
出
し
た
独
異
の
体
裁
を
主
っ
て
ゐ
る
理
由
も
判
り

龍
州
の
名
が
太
祖
時
代
か
ら
あ
っ
た
主一
疋
ひ、

そ
の
所
伝
は
疑
問
主
す
る
も、

早
く
か
ら
あ
っ
た
主
云
ふ
伝
の
あ
る
理
由
も
解
け

ω
‘
更
に
黄
龍
府
の
名
の
頻
出
に
も
拘
ら
争、

龍
州
な
る
州
名
の
確
実
な
一附
伝
が
左
い
の
も、

そ
れ
が
他
の
一

名
た
る
黄
龍
府
で
表
さ
れ
て

(1) (3) (2) (3) 
ゐ
た
為
め
The－
見
る
こ
主
に
よ
っ
て
説
明
が
可
能
主
在
る
。

等、

弱
点
よ
り
も
長
所
が
多
い
の
に
反
し、

逆
に
府
州
の
昇
降
関
係
主
見
た
場
合
は、

此
れ
主
は
反
対
に
只
契
丹
の
府
州
制
の
一

般
道
側
に
適

合
す
る
の
み
で、

そ
の
他
の
疑
問
拡
総
て
解
付
手、

遼
史
の
理
解
に
対
し
て
起
る
障
碍
が
．透
か
に
多
い。

か
く
て
龍
州
主
黄
龍
府
vc
は
契
丹
の

府
州
制
の
一

般
通
則
を
破
っ
て
両
名
同
時
併
有
で
あ
っ
た
主
見
る
公
算
が
大
き
い。

此
所
に
至
っ
て
更
に
考
へ
泣
け
れ
ば
左
ら
ぬ
の
は、

何
故
に
此
所
の
み
が
一
般
通
則
を
破
っ
て
両
名
併
有
vと
な
っ
て
ゐ
た
の
か
主一
再
ふ
点
で

あ
る
。

叉
通
則
を
破
る
と
、と
拡
容
易
な
ら
ぬ
と
主
で
あ
る
か
ら、

か
う
し
た
通
知
に
触
れ
な
い
特
殊
な
形
式
に
よ
る
同
地
両
名
併
有
方
法
が
あ

っ
て、

そ
れ
に
依
っ
た
の
で
拡
な
い
か
J

と一
五
ふ
点
も
考
へ
て
見
る
必
要
が
あ
る
。

若
し
契
丹
の
地
方
行
政
制
度
の
通
則
に
抵
触
し
な
い
で
然
も

龍
州
・

黄
龍
府
両
名
同
時
併
有
の
可
能
方
法
が
発
見
出
来
れ
ば、

そ
れ
と
そ
上
来
論
述
の
諸
疑
問
矛
盾
を
一

挙
に
解
決
す
る
名
答
主
し
て
重
視
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じ
な
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け
れ
ば
な
ら
ぬ 。

遼
史
の
地
理
志
品川
黄
龍
府
に
就
い
て
の
み
龍
州
－

安
龍
府
な
る
複
名
標
出
を
掲
け
て
ゐ
る
と
7と
に
就
い

て
は
実
は
己
に

金
銃
徹
氏
が
留
意
せ

げ
ら
れ 、

そ
の
考
解
を
試
み
℃
ゐ
る 。

そ
し
て
そ
の
解
答
は
結
局
溺
海

のぜ
州
の
民
が
黄
龍
府
に
還
さ
れ
た
為
め
で
あ
る
主
断

定せ
ら
れ
て
ゐ

る 。
阿
保
機
が
激
海
を
減
し 、
そ
の
故
領
主
選
民
主
を
統
治
す
る
為
め
に
そ
の
あ
主
に
置
い
た
東
丹
国
は
太
宗
の
夫
顕
三
年
十
ご
月
に
至
句 、

、

内
外
種
々
の
事
情
か
ら

遼
陽
を
中
心
主
す
る
一
帯
の
地
に
大
挙
引
き
遷
さ
れ 、
そ
の
時
旧
主
の
激
海
国
の
諾
州

民
た
る
溺
海
人
は
そ
の
州
県
名

a

p－
負
ふ
て
此
の
地
帯
に
駆
徒
せ
ら

れ
た。

金
氏
は
溺
海
・

龍
州
の
民
が
黄
龍
府
に
遷
さ
れ
た
の
は
そ
の
際
の
と
主
で
あ
ろ
う
主

推
断
せ
ら

れ
て’

ゐ
る 。
此
の
移
入
わ
証
拠
主
し
て
同
氏
は
遼
史
・

地
理
志
の
黄
龍
府
管
下
の
五
州
三
果
の
中 、
溺
海
人
を
以
て
置
い
て

居
た
黄
龍
・

遷
民
？
水

平
の
三
果
民
は
尽
く
溺
海
・

龍
品川
管
下
の
長
平
・

宮
利
・

佐
慕
・

粛
慎
・

永
寧
・

豊
水
・

扶
羅
・

永
干
の
民
を
併
ぜ
て
お
い
た ，
も
の
で
あ
る
と

a

TC 、
黄
龍
府
に
関
す
る
地
理
志
の
話
事
が
龍
州
・

黄
龍
府
主

重
ね
て
標
出
し
て
ゐ
る
理
由
は
か
く
見
て
と
そ
初
め
て
理
解
し

得
る
と
主

等
の
ご

点
を
あ
け
τ
ゐ
る 。
此
の
断
定
拡
倫
補
訂
す
可
き
余
地
を
残
し
τ
ゐ
る
主
は一
疋
ヘー

前
人
未
到
の
新
見
解
で
あ
り 、

細
か
い
点
は
7と
も
か
く
7と

し
て 、
湖
海
・

龍
州
の
民
が
黄
龍
府
の
地
に
遷
さ
れ 、
そ
れ
が
此
の
地
を
一
名
龍
州
と
も
呼
ば
し
め
た
原
因
で
あ
る
と
主
に
就
い
で
は
賛
意
を

表
し
た
い 。
但
し

駆
遷
の
時
期
に
就
い
て
は
命
考
究
の
余
地
注
し
と
し
な
い 。
そ
う
し
て
そ
れ
怯
金
氏
が
論
究
し
て
居
友
い
駆
遷
の
径
路
’

方

法
等
主

併
せ
て
取
扱
ふ
可
き
官
あ
ら
う 。

然
し
此
れ
ら
の
問
題
は
当
面
の
必
要
を
感
り
な
い
の
で 、

更
め
て
後
文
に
考
へ
る
と
主
主
し 、

先 ，っ

さ
し
づ
め
必
要
な
龍
州
よ
り
の
移
遷
民
の
統
治
方
法
に
就
い
て
考
察
す
る 。
此
の
点
も
亦
金
氏
の
論
説
に
は
省
か

れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る 。

移
遷
せ
ら

れ
た
龍
州
溺
海
人
の
統
治
方
法
に
就
い
て
は 、

勿
論
遼
史
に
所
伝
の
あ
ら
う

筈
は
注
い
が’ 、
凡
そ
ご
つ
の
場
合
が
考
へ
ら
れ
る
P

そ
の
第
一
は
他
の
例
に
多
く
見
ら

れ
る
様
に 、
彼
等
の
原
住
地
時
代
の
昔ー
ま
に
此
れ
を
龍
州
主
し
て
一
個
の
行
政
単
位
に
ま
主
め
て
お
く

方
法

で
あ
る 。
若
し
此
の
方
法
に
依
っ
た

与す
れ
ば 、

扶
余
府
H

黄
龍
府
の
地
に
遷
さ
れ
た
彼
等
vc

寅
龍
府
主
の
関
係
は
左
の
ご
つ
の
場

合
の
何
れ

か
一
つ
で
あ
っ
た
と
主
vと
な
る 。
即
ち
そ
の
第一
は
黄
龍
府
主
対
立
す
る
同
列
下
格
の
州
主
し
て
東
京
道
に
直
属
す
る
場
合
で
あ
り 、

第
ご

は

一
五

鋤
海
の
扶
余
府
と
契
丹
の
龍
州
質
龍
府

付
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六

激
海
の
扶
余
府
ど

契丹
の
龍
州
費
龍
府

黄
龍
府
管
下
の
州
主
し
て
果
EC

同
列
の
州
主
左
り、
府
を
経
て
道
に
属
す
る
場
合
で
あ
る。
現
に
地
理士山
に
は
復
置
黄
龍
府
下
の
県
列
の
州
を

五
つ
（
荏一・
威・
安
遠・
清
土
難
州
）
あ
け
て
ゐ
る。
而
し
て
そ
の
何
れ
の
場
合
で
あ
る
に
し
て
も
そ
れ
が
州
主一疋
ふ
一
個
の
行
政
体
で
あ
っ

た
と
TC
に
は
変
h
無
く、
従
っ
て
龍
州
の
名
は
史
籍、
特
に
地
理
志
に
独
立
し
て
現
れ
る
筈
で
あ
る。
所
が
実
際一
に
は
龍
州
の
名4r－
独
立
に
伝

へ
た
記
事
拡
泣
く、
地
理
志
に
も
独
立
し
て
挙
け
ら
れ
て
ゐ
な
い。
従
っ
て
黄
龍
府
に
遷
さ
れ
た
溺
海・
龍
州
の
民
が
移
遷
後
も
E
式
に
龍
州

7C
し
て
一
一個
の
行
政
肱
た
る
取
扱
い
を
受
打
て
居
花
、と
見
る
と
干と
は
出
来
友
い。
主
す
れ
ば
第
ご
D
統
治
方
法
主
じ
て
黄
龍
府
民
に
編
入
せ
ら

れ
て
終
っ
た
よ」
見
る
外
注
い。
所
が
若
し
骨一
龍
府
民
に
編
入
せ
ら
れ
た
Tと
す
れ
ば、
龍

州色な
る
州
名
は
E
式
に
は
消
失
し
た
と
主
主
な
り、
龍

州
の
名
が
契
丹一
代
は
も
、と
よ
わ
金
代
迄
隠
微
の
間
に
存
続
し
て
ゐ
た
と
yc
が
説
明
困
難
主
在
る、
か
く
て
そ
の
統
治
方
法
》と
し
て
考
へ
ら
れ

る
こ
つ
の
場
合
の
何
れ
も
遼
史
を
割
り
切
り
得
な
い
も
の
主
在
る
が、
更
に
深
く
考
へ
る
に、
此
れ
は
や
は
り
第
ご
の
黄
龍
府
編
入
の
方
法
に

依
っ
た
の
で
島
ら
う。
然
し
て
移
民
は
頗
る
多
か
っ
た
為
め、
旧
扶
余
府
時
代
か
も
の
黄
龍
府
民
主
混
請
し
て
取
扱
ふ
と
主
は
実
際
上
に
不
便

が
多
く、
か
《
て
実
際
の
便
島
上
か
ら
両
者
を
区
別
し、
新
移
入
者
を
呼
ぶ
に
龍
州
或
は
龍
州
人
を
以
て
し
た
の
で
あ
ら
う。
そ
し
て
そ
の
遺

習
が、
E
式
に
は
龍
州
在
る
も
の
は
存
在
し
な
い
に
も
拘
ら
争、
そ
の
名
を
彼
等
の
子
孫
主
共
に
永
く
伝
へ
し
め
た
の
で
あ
ら
う、
か
く
考
へ

れ
ば、
府
川
名
同

時点川
称
の
存
在
し
得
ぬ
契
丹
の
地
方
行
政
制
度
の
通
則
に
抵
触
す
る
と
と
友
く
し
て
同
時
併
称
の
史
伝
を
解
決
す
る
を
得、

，
叉
龍
州
の
名
を
伝
へ
た
確
実
注
所
伝
は
求
め
ら
れ
左
い
に
も
拘
ら
示、
摸
糊
隠
微
の
問
に
永
く
そ
の
名
を
残
し
て
ゐ
る
と
主
も
頗
る
A口
潤
的
に

理
解
せ
ら
れ
る、
即
ち
黄
龍
府
は
契
丹
国
が
溺
海
国
の
扶
余
府
を
改
名
し
た
正
式
の
行
政
機
関
名
で
あ
れ、
龍
州
怯
此
の
地
に
移
遷
せ
ら
れ
黄

龍
府
に
編
入
せ
ら
れ
た
溺
海
の
首
都
龍
州
の
溺
海
人
を
指
す
俗
称
で、
遼
史
に
間
々
黄
龍
府
主
龍
州
主
を
全
く
同
体
異
名
在
る
か
の
如
き
記
事

を
伝
へ
（
地
理士山
・
費
龍
府
の
条
）

、
或
は
扶
余
府
の
改
名
の
如
く
伝
ヘ
ハ
地
理士山
・
道
州
の
条
）

て
ゐ
る
の
は、
か
う
し
た
俗
称
に
由
っ
て

生
じ
た
説
伝
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る。

然
ら
ば
遷
併
の
時
期
及
び
そ
の
径
路
拡
如
何
Q

先
づ
そ
の
時
期
に
就
い
て
考
へ
て
見
る
に、
金
氏
拡
此
れ
を
太
宗
の
天
顕
三
年
十
二
月
に
決

r 
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せ
ら
れ
た
東
丹
国
の
引
揚
ゅ
の
際
主
せ
ら
れ
て
ゐ
る。
但
し
そ
の
理
由
の
論
誌
は
別
に
述
べ
て
ゐ
注
い。
溺
海
領
内
の
住
民
を
契
丹
が

駆遷
し

た
の
は
此
の
時
が
最
大
の
規
摸
で
あ
っ
た
の
で、
恐
ら
く
こ
の
γと
か
ら
右
の
推
断
を
下
し
た
の
で
あ
ら
う。
然
し
此
れ
丈
の
と
と
か
ら
直
も
に

か
う
し
た
推
断
を
下
す
の
は
平
計
ーと一一一口
は
左
け
れ
ば
な
ら
ぬ。
或
は
他
に
有
力

主論
拠
が
あ
っ
て
みしh
れ
を
省
い
て
ゐ
る
の
か
も
知
れ
左

いが、

ダ

そ
れ
は
主
も
か
く
、と
し
て、
倫
他
に
も
遷
徒
の
機
会
が
古鳴
り
は
心
友
か
っ
た
か、
充
分
検
討
し
て
見
る
必
要
点
揺
る。

阿
保
機
は
そ
の
国
力
充
実
の
手
段
主
し
て
農
耕
民
を
そ
の
本
土
に
控
設
す
る
方
針
を
1
り、
盛
ん
に
漢
人・
溺
海
人
を
停
掠
遷
徒
し
た
一
郎

、
ち
史
上
有
名
な
太
祖
の
徒
民
政
策
で
あ
る。
溺
海
人
遷
徒
の
数
例
を
示
す
主
神
冊
四
年
ハ
九一
九）
遼
陽
の
地、

即
も
束
手
郡
を
経
略
し
た

際、
そ
の
住
民
を
本
土
に
徒
し
て
ゐ
る。
祖
州
の
威
寧
果
ハ
戸
数一
千〉
、
儀
州
の
長
楽
果
（
戸
数
四
千、
内一
千
戸
は
納
鉄）
等
の
県
民一
は

そ
の
子
孫
で
あ
覗
叉
遼
史
玲
七
義｛一
審

伝に
a

天
顕
元
年。
従
征
激
海
G

抜
扶
余
城、
上
欲
括
戸
口、
稽
諌
目。
一試
云。

主
て
扶
余
府
を
陥
れ
た
際
も
太
祖

鉱先
づ
府
民，の
駆
遷
を
欲
し
て
括一
戸
せ
ん
主
し、
長
子
の
倍
に
諌
め
ら
れ
主
た
あ
る。
然
し
そ
れ
で
も
倫
少

か
ら
ぬ
府
民
を
本
土
に
遷
し
て
ゐ
る。
臨
演
府
の
定
覇
果
（
戸
数
三
千）
は
扶
余
府
強
師
果
の
民
が、
懐
州
の
扶
余
果
（
戸
数一
千
五
百）
は

佐
官山

扶
余
府
扶
余
果
の
民
が
何
れ
も
太
祖
に
よ
っ
て
駆
遷
せ
ら
れ、
そ
れ
を
以
て
編
成
し
た
果
で
あ
る．
進
ん
で
龍
泉
府
を
陥
れ
た
時
も
郭
下
龍
州

の
曲目
を
駆
遷
し
て
ゐ
る。
臨
演
府
の
長
泰
果
（
戸
数
四
千）
、
祖
州
の
長
覇
果
。
戸
数
ご
千〉
は
諾
州
長
平
果
の
民
が、
保
和
泉
ハ
戸
数
四
千

陸
稲

）
は
龍
州
富
利
果
の
民
が、
何
れ
も
太
祖
に
依
っ
て
本
土
に
遷
さ
れ
た
の
を、
後
ち
に
果
に
編
成
し
た
も
の
で
あ
る。
更
に
太
祖
は
龍
泉
府
の

忽
汗
城
に
駐
在
し
て
溺
海
諸
府
の
経
略
を
行
ふ
や、
そ
れ
ら
府
州
の
民
を
も
停
掠
し
て
本
土
に
駆
遷
し
た。、
そ
れ
ら
の
挙
例
は
煩
を
遜
η
て
略

す。
か
く
て
そ
の
駆
選
総
数
は
相
当
多
か
っ
た
も
の
主
推
算
せ
ら
れ
る。
更
に
太
祖
に
従
征
し
た
発
骨、
即
ち
太
宗
が
鋲
掠
堅
選
し
た
激
海
人

の
数
も
少
か
ら
ホJ
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る。
儀
州
の
臨
河
果
（
戸
数一
千）
、
安
民
県
（
戸
数一
千ν
、
慶一
州
宮
義
果
ハ
戸
数
不
詳〉
等
の
民
は
何
千

‘
駐
刊H

れ
も
太
宗
に
駆
遷
せ
ら
れ
た
溺
海
人
の
子
孫
で
あ
る。
此
れ
ら
駆
遷
の
経
路
拡
所
伝
を
欠
く
が、
太
祖
の
龍
泉
府へ
の
進
撃
路
も
帰
路
も
共
に

樹
海
白
扶
余
府
之
契
丹
ω
龍
州
質
種
府

（→ 

七

ト
＼
 F
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溺
海
の
扶
余
府
と
契
丹
の
龍
州
賢
龍
府

ωリ

i\, 

扶
余
府
u
黄
龍
府
を
経
由
し
て
ゐ
て、
此
れ
が
両
地
区
間
の
確
保
せ
ら
れ
た
交
通
幹
線
で
あ
っ
た
と
、と
が
知
ら
れ
る
か
ら、
や
は
り
此
の
経
路

に
由
っ
た
も
の
主
解
す
可
き
で
あ
ら
う。

必同
太
祖
・
太
宗
の
此
の
時
の

堅遷
は
専
ら
契
丹
本
土
に
向
げ
て
行
は
れ
て
お
り、

他
に
向
け
ら
れ
て

ゐ
な
い
か
ら、

右
の
英
大
友
数
に
上
る
駆
遷
の
事
実
か
ら、

直
ち
に
そ
の
一
部
が
占
領
早
々
の
扶
余
府
H
黄
龍
府
に
も
入
植
せ
ら
れ
た
主
見
る

と
主
は
早
計
で
あ
る。
殊
に
太
祖
怯
扶
余
府
の
民
を
も
本
土
に
遷
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら、

愈
々
か
う
し
た
見
解
は
危
険
で
あ
る。

然
し
之

に
か
く
扶
余
府
を
経
由
し
て
送
ら
れ
て
ゐ
た
と
主
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ。

翻
っ
て
太
宗
の
東
丹
国
引
揚
け
の
際
の
位伏
兵
を
見
る
に、
そ
れ
は
本
土
主
は
関
係
泣
く、

専
ら
遼
束、

特
に
遼
陽
府
を
中
心
vc
す
る
南
満
の‘

地
に
向
け
ら
れ
て
お
り、

北
満
方
面
は
主
要
移
入
地
主
は
在
っ
て
ゐ
な
か
っ
た
様
で
あr
る。

き
う
考
へ
て
遼
陽
府
の
所
管
九
県
を
検
討
す
る

位
向同

に、

説
明
記
事
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ、
そ
れ
に
よ
う
て
従
来
よ
匂
存
在
し
て
ゐ
た
主
推
定
せ
ら
る
六
県
を
除
い
た
他
の
三
県
は
粛
慎
・
帰
仁
。

順
化
で、

此
の
中
の
粛
慎
果
に
は

「d
激
海
戸
置
〕
主
の
簡
単
左
記
事
が
あ
る，
丈
で
あ
る
が、

粛
慎
果
が
龍
州
管
下
の
果
で
あ
っ
た
と
vと
は
先

に
一一一
言
し
た
所
で
あ
り、
又
後
ち
に
も
述
べ
ん
EP－－｝
す
る
所
で
あ
る。

従
っ
て
此
の
粛
慎
一
果
の
例
に
よ
っ
て
龍

州粛
慎
県
の
民
が
そ
の
県
名
を

負
ふ
て
遼
陽
府
に
遷
さ
れ
て
ゐ
た
と
7ζ
を
知
る。
そ
の
駆
遷
の
時
期
は
東
丹
国
引
揚一
け
の
際
を
措
い
て
外
に
は
考
へ
ら
れ
な
い。
TF」一
疋
ふ
の
は

太
祖
の
開抽
選
は
専
ら
本
土
に
向
け
ら
れ
て
お
り、

太
祖
の
残
後
そ
の
継
承
者
と
し
て
太
宗
が
帝
位
に
即
い
た
の
は
天
顕
ご
年
十
一
月
で、
そ
の

翌
三
年
十
ご
月
に
は
平
く
も
東
丹
国
の
引
揚
け
を
決
し、

大
々
的
に
溺
海
大
を
遼
陽
方
面
に
僻
し
た
ま
ま、

爾
後、
溺
海
故
領
の
他
を
領
土
外

に
放
棄
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
お。
帰
仁
・
順
化
の
ご
果
に
就
い
て
は
全
く
説
明
記
事
を
欠
き、
そ
の
由
来
を
知
り
得
注
い
が、
恐
ら
く
は
や
は

り
粛
慎
果
民
主
同
様
龍
州
方
面
か
ら
の
鮮
民
で、
恐
ら
く
粛
慎
果
尽
の
如
く
原
主
の
県
名
を
背
負
ふ
と
Fと

た
く、

待
佳
後
改
名
せ
ら
れ
た
の
で

あ
らノ
う。
そ
し
て
そ
れ
紋
他
の
例
か
ら
推
し
で
粛
慎
以
外
の
諸
県
か
ら
遷
き
が
た
戸
口
数
が
少
く、

数
県
民
合
L
て
此
れ
ら
ご
果
に
集
成
せ
ら

れ
た
為
め
で
あ
ら
う。

角
旧
来
か
ら
の
泉
主
推
定
せ
ら
れ
る
六
果
の一
戸
数
を
合
す
る
に
七
千
ご
百
に
達
す
る。
此
の
中
に
も
移
遷
人
が
散
問
せ

ら
れ
て
ゐ
た
か
も
知
れ
な
いα
そ
れ
は
冒と
も
か
く
7と
し
て、

太
宗
の
東
丹
国
引
揚
け
に
際
し
て
行
は
れ
た
大
々
的
な
激
海
人
の
駆
遷
地
怯
主
主



j 、4

、
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し
て
遼
陽
を
中
心
、と
す
る
南
満
に
向
け
ら
れ、
龍
州
の
湖
海
人
も
遼
陽
府
に
徒
さ
れ
た
と

Z－丘、
以
上
の
考
説
に
依
っ
て
略
々
確
め
ら
れ
る
で

あ
ら
う。
龍
州
は
後
退
前
の
東
丹
国
の
首
都
で
あ
り、
遼
陽
は
後
退
後
の
東
丹
国
の
首
都
で
あ
っ
た
乙
主
を
想
へ
ば、
右
の
遷
従
関
係
拡
寧
ろ

当
然
主
も
云
へ
ょ
う。

r

東
丹
国
の
引
揚
げ
の
際
の
龍
州
の
湖
海
人
の
遷
住
地
が
遼
陽
で
あ
っ
た
主
す
れ
ば、
扶
余
府
日
黄
龍
府
へ
の
龍
川
瀬
海
人
の
遷
従
は、
此
の

引
揚
け
に
よ
っ
て
故
の
溺
海
領
土
が
契
丹
領
外
に
放
棄
せ
ら
れ
る
以
前、
即
ち
太
担
時
代
で
あ
っ
た
主
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ。
所
で
太
租
の
溺

海
徒
民
は
専
ら
本
土
に
向
U
て
行
絃
れ
た
と
vc、
巳
述
の
如
く
で、
此
の
点
に
右
の
解
釈
主
相
容
れ
ぬ
も
の
が
あ
る
様
に
思
は
れ
る。
然
し
乍

ら
是
に
考
へ
る
に、
太
祖
の
本
土
向
け
徒
民
が
扶
余
府
を
経
由
し
て
行
は
れ
て
居
た
主
す
れ
ば、
何
ら
か
の
事
情
で
その
或
る
者
が
扶
余
府
に

停
止
留
住
す
る
に
至
る
場
合
の
あ
る
と
之
も
充
分
想
定
し
得
る
で
あ
ろ
う。

，

、

．

太
祖
が
天
顕
元
年
七
月
辛
巳、
扶
余
城
に
於
い
て
崩
事
る
え
皇
后
述
律
氏
は
直
ち
に
軍
国
の
大
権
を
握
り、
十
日
目
の
八
月
辛
卯、
太
祖

の
梓
宮
を
奉
む
て
皇
都
に
向
ひ、
越
え
て
九
月
了
卯、
皇
都
に
入

t

っ
た。
時
に
東
丹
国
王
と
し
て
激
海
故
俣
の
経
営
に
当
っ
て
ゐ
た
の
は
皇
太

子
の
倍
で
あ
り、
大
元
帥
ι
し
て
溺
海
遺
民
の
叛
乱
一鎮
定
に
当
っ
て
ゐ
た
の
は
そ
の
弟
盛岡
骨
で
あ
っ
た
が、
太
祖
の
死
を
聞
く
や、
何
れ
も
極

を
追
ふ
て
奔
赴
し、
共
に
皇
都
に
還
っ
た。
そ
れ
拡
皇
位
継
承
の
ク
リ
ル
タ
イ
に
参
加
せ
ん
が
為
め
で
あ
っ
た
様
で
あ
る。
そ
れ
よ
り
両
人
の

間
に
皇
位
継
承
を
緯
つ
℃
の
暗
闘
が
続
き、
結
局
発
骨
が
制
勝
し
て
位
に
即
い
た
（
太
宗U
の
紘
一
年
余

りも
後
も
の
天
顕
ご
年
十一

月で
あ

っ
鳴
然
も
太
宗
一は
此
れ
よ
り
兄
の
傍
の
制
圧
去
勢
に
力
を
入
れ、
そ
れ
が
略
々
成
功
す
る
迄
一は
契
丹
の
中
央
政
情
は
安
定
し
た
か
っ
た。
か

く
観
察
す
る
之、
溺
海
か
ら
西
遷
せ
ら
れ
た
者
の
中、
阿
保
機
の
残
後
に
扶
余
城
に
着
い
た
者
拡、
一
時
そ
こ
に
留
め
ら
れ
臨
油
府
方
面
に
入

る
を
中
止
せ
ら
れ
た
と
主
も一
応
考
へ
ら
れ
る。

き
て
阿

m淳一
が
龍
泉
府
の
地
か
ら
凱
旋
の
途
に
就
い
た
の
は
天
顕
元
年
三
月
乙
酉
で、
遼
史
詩
太
祖
紀
に
は
「
班
師。
以
大
語
諜
一挙
一族
行」

主
あ
旬、
溺
海
国
玉
大
語
誕
の

二肢
を
挙
け
て
彼
の
凱
旋
？と
同
時
に
西
遷
せ
し
め
る
こ
ι
を
決
定
し
て
ゐ
る。
此
所
に一疋
ぶ一
族
が
王
族
を
指、

溺
海
の
扶
余
府
と
契
丹
市日
龍
州
質
龍
府

九

h

q
 

r
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＂

溺
海
の
扶
余
府
乏
契
丹
白
龍
州
寅
龍
府

し
て
ゐ
る
と
主
は
勿
論
で
あ
る
が、
更
に
そ
の
部
衆
の
伴
は
れ
て
ゐ
た
と
主
を
も
考
慮
す
可
き
で
あ
ら
う
β

溺
海
国
に
は
滅
亡
当
時
迄
倫
族
制

が
保
た
れ
て
ゐ
て
右
姓
豪
族
は
総
て
そ
の
部
衆
を
率
ゐ、
そ
れ
を
勢
力
の
基
盤
と
し
τ
ゐ
た。
溺
海
…滅
亡
前
後
に
高
麗
国
に
亡
命
し
た
豪
族
大

官
が

少き
は
百
余
戸、・
多
き
は
数
千
戸
或
は
万
戸
を
率
ゐ、
常
に
集
団
的
に
存
入
し
て
ゐ
た
の
は、
此
の
と
之
を一
不す
適
証
で
あ
苛
従
っ
て

蹴
海
第一
の
巨
姓
た
る
国
玉
大
氏
の
一
族
を
挙
け
て
西
遷
せ
L
め
た
場
合、
此
れ
に
従
行
す
る
部
品来
の
少
く
左
か
っ
た
と
」
は
当
然
予
想
せ
ら

れ
る
所
で
あ
る。
勿
論、
契
丹
の
制
約
下
に
惑
な
従
行
は
許
き
れ
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
し、
又
地
方
の
各
府
州
は
殆
ん
いζ
挙
け
て
侵
入
の
丹
軍

に
叛
抗
し
て
ゐ
た
の
で
地
方
府
州
民
の
従
行
も
事
実
出
来
左
か
っ
た
で
あ
ら
う
が、
少
く
主
も
龍
州
諸
県
の
民
で
王
族
の
部
民
で
あ
っ
た
者
は

相
当
従
行
せ
ん
と
し、
本
土
へ
の
徒
民
を
欲
し
て
居
た
太
祖
も
つ
主
め
て
此
れ
を
許
し
た
で
あ
ら
う。
か
く
て
班
師
主
同
時
に
龍
州
瀬
海
人
の

相
当
数
に
上
る
西
遷
が
着
手
せ
ら
れ
た
主
考
へ
ら
れ
る。

トう

。

一
三
月
に
龍
泉
府
よ
り
の
班
師
を
決
し
た
阿
保
機
が
扶
余
府
に
や清
い
た
の
は
七
月
で、
進
撃
の
際
の
七
日
比
比
し
て
四
箇
月
主号一口
ふ
余
り
に
も

大
差
が
あ
る
が、
此
れ
は
往
進
が
敵
都
の
不
備
を
襲
は
ん
、．と
す
る
急
進
櫨
過
作
戦
で
あ
っ
た
為
め、
班
師
の
際
は
道
上
の
要
所
を
掃
蕩
し
つ
つ

行
軍
し
た
か
ら
で
あ
ら
う。
道
上
の
掃
蕩
は
溺
海
故
領
の
経
営
1

即
も
東
丹
国
の
維
持
発
展
の
為
め
に
絶
対
に
必
要
で
あ
り、
又
犬
語
諜
等
の

一
行
を
安
全
に
通
す
為
め
に
も
刻
急
の
喫
緊
事
で
あ
っ
た。
太
祖
紀
・
天
顕
元
年
七
月
半
未、
即
ち
阿
保
機
が
死
殺
す
る
十
日
前
の
条
に

街
送
大
詔
諜
於
皇
都
西
Q

築
披
以
居
之。

主
あ
っ
て、
三
月
に
そ
の
挙
族
西
行
を
決
定
し
た
大
謹
諜
等
の
衛
送、
が、
太
祖
の
扶
余
府
に
入
る
僅
か
九
日
前
に
実
行
せ
ら
れ
て
ゐ
弓
の
は、

挙
族
大
部
隊
の
西
行
に
準
備
期
間
が
必
要
で
あ
っ
た
と
と
以
外
に、
道
途
の
粛
清
安
全
化
を
待
っ
て
ゐ
た
為
静
注
解
せ
ら
れ
る。
国
王
奪
還
の

危
険
を
完
全
に
除
去
す
る
迄
慎
重
に
機
を
待
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う。
太
祖
の
死
孜
十
目
前
に
龍
泉
府・
龍
州
を
発
し
た
大
詔
諜
の一
一族
部
衆

主
此
れ
を
衛
送
す
る
一
隊
主
が
扶
余
府
に
着
い
た
の
は、
グ」
う
平
く
見
て
も
太
祖
の
放
後
で
友
U
れ
ば
左
ら
ぬ。
果
し
て
然
ら
ば
彼
等一
行
は

扶
余
府
に
留
め
ら
れ、
只
国
王
の
み
一
行
か
ら
切
離
さ
れ
て
皇
都
附
近
に
遷
さ
れ
た
主
見
る
可
き
で
あ
ら
う。
而
し
て
太
宗
が
兄
の
傍
を
抑
へ

、 ’
' 

t 



、

て
中
央
の
政
情
が
安
定
す
る
迄
に’
は
三
年
近
く
か
か
っ
て
ゐ
る。
そ
の
問
扶
余
府
に
留
在
を
余
儀
友
く
せ
ら
れ
た
主
す
れ
ば、

農
耕
民
た
る
彼
．

等
紘
一
応
そ
と

に定
着
の
生
活
を
作
り
上
け
泣
け
れ
ば
友
ら
な
か
っ
た
で
あ
ら
う。
か
く
て
彼
等
は
龍
州
激
海
人
主
し
て
扶
余
府
↓
黄
龍
府
管

内
に
位
ぷ、

従
っ
て
そ
の
統
督
を
受
政、
そ
の
ま
ま
黄
龍
府
に
編
管
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う。
か
く
考
へ
る
主
黄
龍
府
の
龍
州
溺
海
人
は
初
め

必
4y
し
も
黄
龍

白川に
編
入
す
る
目
的
を
以
て
遷
さ
れ
た
も
の
で
注
く、

本
土
に
向
か
ら
れ
て
ゐ
た
の
が、
途
中
の
状
勢
変
化
に
依
っ
て
此
所
に

落
着
く
と
主
主
な
っ
た
も
の
で
あ
る。
安
龍
府
に
俗
称
的
注
呼
称
と
し
て
龍
州
の
名
が
永
く
伝
へ
ら
れ
た
の
も、
か
う
し
た
事
情
の
中
に
そ
の

一
因
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
主
恩
は
れ
る。

以
上
λ

溺
海
の
扶、
余
府
主
契
丹
の
黄
龍
府
及
び
龍
州
主
の
関
係
に
就
い
て
考
察
し
た
所
を
要
約
す
与
に、
略
々
次
の
如
く
約
言
す
る
と
主
が

出
来
る。

契
丹
の
黄
龍
府
は
契
丹
が
溺
海
の
扶
余
府
を
攻
陥
し
て
改
名
し
た
も
の
で、
改
名
の
時
期
は
天
顕
三
年
五
月
以
前、
向
元
年
七
月
以
後
で、

恐
ら
く
二
年
の
と
主
主
推
測
せ
ら
れ
る。

従
っ
て
此
れ
を
府
の
沿
革
・
地
理
的
位
置
か
ら
見
れ
ば、
溺
海
の
扶
余
府
即
契
丹
の
黄
龍
府
、と一
再
ふ

と
主
が
出
来
る。
然
し
府
を
構
成
す
る
管
民
に
就
い
て
見
れ
ば
大
き
注
変
化
が
あ
っ
た。
即
ち
扶
余
府
時
代
か
ら
の
府
民
た
る
溺
海
人
の
少
か

’
ら
ぬ
数
は
太
祖
に
依
っ
て
遠
く
西
方
契
丹
の
本
土
に
遷
き
が、

次
い
で
又
溺
海
の
首
都
議
州
の
溺
海
人
が
太
祖
の
急
死
主一
疋
う
大
事
件
主
絡
ん

で
此
の
地
に
遷

貿編
附
せ
ら
れ、

従
っ
て
契
丹
黄
龍
府
の
府
民
は
在
来
の
扶
余
府
民
（
の
西
遷
を
免
れ
て
留
位
し
て
ゐ
た
者）
TF」
龍
州
よ
り
の

徒
民
主
か
ら
構
成
せ
ら
れ
て
ゐ
た。
そ
し
て
此
の
龍
州
か
ら
の
徒
民
は
在
来
の
府
民
？と
区
別
す
る
為
め
龍
州
の
名
を
冠
し
て
呼
ば
れ
る
と
主
が

多
く、
そ
の
為
め
正
式
の
行
政
機
関
で
な
い
龍
州
が
此
の
地
の
呼
名
と
し
て
用
ひ
ら
れ、
長
く
金
代
に
迄
存
続
じ
た。
金
代
迄
存
続
し
た
の
は

そ
の
子
孫
が
契
丹
時
代
を
通
じ
て
存
続
し
て
ゐ
た
と
主
を
予
測
せ
し
め
る。

龍
州
激
海
人
が
契
丹
時
代
を
通
じ
て
黄
龍
府
に
存
住
し
℃
ゐ
た
主
す
れ
ば、
彼
等
の
黄
龍
府
遷
住
の
由
来、
即
ち
太
祖
に
依
っ
て
故
郷
の
龍

州
か
ら
扶
余
府
の
地
に
遷
さ
れ
た
と
主
も
代
々
子
孫
に
伝
承
せ
ら
れ
て

もた
で
あ
ら
う。
地
理
志
の
通
州
の
条
に

掛捌
海
白
扶
余
府
乏
契
丹
の

襲州
賛
龍
府

守円－占‘
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激
揮
の
扶
余
府
と
契
丹
の
龍
州
黄
龍
府
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通
州。
桝。
本
扶
余
国
王
披。
溺
海
号
扶
余
…減。
太
祖
改
龍
州。
一
芸。

主
し
て
扶
余
府
を
太
祖
が
龍
州
主
改
め
た
主
あ
る
の
は、
龍
州
を
冠
し
て
呼
ば
れ
る
溺
海
人
の
間
に
そ
の
来
住
の
由
来
を
太
祖
の
駆
遷
に
在
め

主
す
る
口
伝
が
あ
っ
て、
そ
れ
が
基
主
左
っ
て
誤
り
記
さ
れ
た
託
伝
で
あ
ろ
う。

註

遼
史
時
太
宗
紹
・

合
同一
元
年
十
一
月
の
条、
同
害
時一一一
地
理
志
・

上
京
道
・

臨
演
府
の
条
等
参
照 。

遼
史
時
太
宗
記
・

会
同
元
年
十
一
月
の
条、
同
書
締＝一 、
一地
理
志
・

東
京
道

h

遼
陽
府
の
条
等
参
照。

以
上、
遼
史
巻一ニ
七
万
室
四一
白
地
理
志
に
よ
る0

・

以
上、
新
唐
書
噌紅
溺
海
伝
に
よ
るo

以
上、
遼
史
諸
大
祖
組
に
よ
る。

遼
史
44

大
宗
組、
問
書
m－一
一地
理
志
・

東
京
道
・

東
京
遼
陽
府
の
条
去
照。

遼
史
蹴
太
宗
組
・

合
同一
元
年
十
一
月
白
条、
問
書
悦叩H
地
理
志
・

南
京
道
i

南
京
都
津
府
の
条
等
套
照 。

8

遼
良
時一
聖
宗
組
・

統
和
ニ
十
五
年
正
月
白
条、
同
書
一一三
地
理
志
・

中
京
道・・
中
京
大
定
府
C ．
条
等
昏
照 。

9

遼
奥
浦】
興
宗
紹
・

重
県
十
三
年
十
一
月
丁
卯
り
条、
問
書
4問
地
理
志
・

西
京
道
・

西
京
大
同
府
の
条
等
奉
照。

m

東
平
郡・
鉄
澗
州・
遼
州・
帰
州・
檀
州・
銀
州・
同
州
等。
鈎
詳
し
く
は
「
太
祖
阿
保
棋
の
遼
東
経
略」
主
題
し
て
専
考
し
て
ゐ
る
の
で 、
棋
を
得
れ
ば
諮

表
し
た
い
所
存
で
あ
る。

’
口

遼
史
北
大
飽
和
・

岡戸市
月
四
条 、
同
書
店

司
地
理
志
・

東
京
道
・

東
京
遼
腸
府
の
粂
等
去
照。

担

問
右
太
組
組
・

天
顕
三
年
十
ニ
月
の
条、
同
右
地
理
志
同
条
等
参
照。

お

遼
史
語
大

J

組
組
・

天
顕
元
年
ニ
月
丙
午
白
条、
遼
史
雄一一一
地
理
志
・

東
京
道
・

東
京
遼
陽
府
の
条
等
去
照。

M 、
遺

史
山町一一一
地
理
志
・

上
京
遣
の
各
州
市府
の
条
奉
原、
儒
詳
し
く
は
前
向
「
阿
保
視
の
遼
東
経
路」
に
於
い
て
考
説
し
て
お
るo

tM

註
M
に
同
じ。

話

遼
奥
崎一一一
地
理
志
・

上
京
道・
各
州
県
の
条 、
問
書
時一
聖
宗
結
・

開
泰ーニ
年
四
月
甲
子
の
条
等
多
照。

1 2 3 4 5 6 7 



ガ

遼
奥
崎
岳

地
理
志
・

上
京
進
・

各
州
県
の
条
訟
照
Q

認

と
り
と
と
亦
「
阿
保
棋
の
遼
東
経
路
」

に
於
い
て
詳
考
し
て
ゐ
る
0
1

叩m

遼
史
北

大
宗
組一

の
他
に
拠
る
o

詳
し
t
は
未
発
表
の
拙
稿
「
東
丹
国
考
」

に
論
述
し
て
ゐ
る
e

m

註
却
に

同
じ
。

幻

高
麗
典
の

世
家
に
そ
の
例
が
少
か
ら
ず
見
え
る
。

紛
海
0
9

扶余
府

弘子契
丹
の
龍
州
費
龍
府

村




